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研究の全体概要 

本研究の目的は、光技術(テラヘルツ（THz）、赤外線等)と機械学習を活用した再生プラスチックの非

破壊検査可能性の実証である。将来的には、本非破壊検査手法を確立し、資源循環型社会の実現に貢献

する。 

廃プラスチック有効利用率向上のため、プラスチックの再生・利用が求められている。しかし、再生

プラスチックには、異材混入による強度物性の低下という問題がある。 

そのため、製造・使用工程において色などに依存せず精度よく異材混入を検知できる分析手法、さら

に異材が混入した場合でも、その強度物性を容易に予測できる手法の開発が必要である。そこで、本研

究では、表面の物質同定に適した赤外光と、物質透過性を有し、材質によってその光学定数が異なる

THz 波の計測結果から、機械学習に基づいた解析により異材混入した樹脂の強度物性を精度よく評価

する技術を開発する。 

具体的には、再生プラスチックの製造工程において異材が混入した場合を想定し、赤外光により表

面付近のプラスチック種類の同定後、THz 波により表面以外の部位を含めた全体の材質分布の情報を

取得する。次に、取得データに対して機械学習に基づく解析手法を導入することで、異材混入した樹脂

の強度物性を非破壊で効率的かつ精度よく評価、推定する技術を開発する。 

研究終了時には、実際の再生プラスチックに対して、光技術による測定データから導かれた推定値

と強度試験により得られた実測値を比較し、高い一致度が得られることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


